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おおたま学園コミュニティ・スクール便り
令和５年９月１日発行 No.３４ おおたま学園コミュニティ・スクール委員会

（事務局：大玉村教育委員会内 連絡先：４８－３１３８）

５月に新型コロナが５類に移行しましたが、新たな状況の中で各幼稚園、小・中学校は、様々

な工夫を重ねながら教育課程の実施に努めてまいりました。地域・保護者の皆様の多大なるご協

力に心より感謝申し上げます。

さて、本年度もおおたま学園コミュニティ･スクール委員会は、学校、家庭、地域をつなぎ、よ

りよい教育を実現するために努力をしています。これまでのコミュニティ・スクール委員会、玉

井幼稚園・玉井小学校オープンスクール等の様子について紹介します。

【令和５年度のコミュニティ・スクール委員を紹介します】
大玉村のコミュニティ･スクール（学校運営協議会制度）は令和５年度から１３年目を迎えています。

今年は、新たに１０名の新委員を迎えてスタートしました。

（敬称略、★新たな委員）

会 長 矢吹 吉信（大山小推薦）

副会長 吉田 都（玉井小推薦）、舘下 愛理（大山小推薦）、浅和 博栄（大玉中推薦）

委 員★久保寺 徹（大玉中学校長）、齋藤 和久（大山小学校長）、佐藤 則之（玉井小学校長）

二瓶 博子（大山幼稚園副園長）、後藤弥和子（玉井幼稚園副園長）

佐藤 史江（大山幼推薦）、★岡 和佳子（大山幼推薦）、★大内 秀訓（大山小推薦）

今井 綾子（玉井幼推薦）、麻生 希美（玉井幼推薦）、武田 智道（玉井小推薦）

後藤 吉美（玉井小推薦）、田邊 幸枝（大玉中推薦）、★佐々木善信（大玉中推薦）

★斎藤 大将（商工会青年部推薦）、★菊地 暢一（スポーツ少年団推薦）

★遠藤 愛佳（地域おこし協力隊）、佐原 孝男（区長会推薦）、★安田イツ子（地域住民)

★平 佐代子（地域住民）、★狩野 幸（地域住民）

本年度のコミュニティ・スクール委員会(学校運営協議会)がスタート！

おおたま学園コミュニティ・スクール委員

会（以降ＣＳ委員会と略記）は、第１回目

の委員会を５月１０日（水）に開催し、年

間９回の委員会等の事業計画を決定しまし

た。（うち３回はオープンスクールと組み合

わせて、各幼稚園や小・中学校に特化した

学校運営協議会を行います。）

□ 初回は、新委員の委員任命・委嘱状交

付の後、今年度の方針と年間活動計画、

地域学校協働活動事業計画についての確

認を行いました。 令和５，６年度新役員と教育長

その後、各幼稚園、各小・中学校ごとの部会に分かれて、本年度の指導の重点についての説

明や各校・園の学習活動の様子、経営上の課題等について意見交換を行いました。ＣＳ委員会

として、今後も各校・園の課題についての熟議を継続するとともに、課題解決に向けて地域・

保護者としてできることは何かを明確にして、一つ一つ取り組んでいこうということになりま

した。
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□ ６月１４日（水）には、玉井幼稚園・玉井小学校のオープンスクールが行われ、ＣＳ委員も

公開保育・授業やその後の先生方の研究会の様子を

参観させていただきました。

保育・授業参観では、子どもたちの主体的な学び

や活動・対話等を深めていく保育・授業を見せてい

ただきました。一人一人の幼児・児童が進んで学習

や活動に取り組む姿、そしてそれを支え伸ばそうと

する先生方の姿が印象的でした。

学校運営協議会では、学校・園が設定した２つの

テーマに基づいて協議が行われ、活発な意見交換が

なされました。

（地域・家庭・学校ができること・行いたいこと等で主なものを抜粋しますのでご協力をお願いします。）

テーマ１「自己マネジメント力を高める取組はどうあるべきか」（チャレンジタイム、チャレンジデー）

☆ チャレンジタイム（毎週木曜日１３：２５～１３：４０）とは

￮ 子どもたちがワークシートを用いて、自分の１週間の勉強について振り返る時間

☆ チャレンジデー とは

￮ 週末は、担任からの宿題ではなく子どもたち自身で取り組む内容を決めて実行しようというもの

☆ アンケート（子ども、教職員）の集約結果から

・ 総じて「よい」反応であったが、子ども・教職員共にまだまだ改善の余地があると感じている。

・ ゲーム、動画、ＳＮＳ等子どもたちを取り巻く環境には多くの誘惑がある。貴重な子どもたち

の成長の過程をこういったものに奪われてしまうことが多い。

・ 子どもは大人や教職員の言うことを全て聞いてくれるわけではない。だからこそ自分で自分の

時間をコントロールできる自己マネジメント力をつけていなかければならないと考えている。

玉井小学校で行っていることの他にどんなことができるかを話し合いたい。

￮ 子どもたちが、何のために自己マネジメント力を身につけるのかを分かっている必要がある。考え

させることが大事である。

￮ 教師がいくつかの例を話すことによって、「これならできそうだ」と思い計画を立てることができ

る。何をしたらいいのか分からない子もいるので、子どもたちの中で発表する機会を持つようにする。

￮ 子どもも大人も一緒に何かに取り組むようにする。親も一緒に取り組むことで子どもの意識も変わ

るのではないか。

￮「大きな目標」「小さな目標」… 身近な将来の夢を達成するためには、今自分はどんなことをした

らいいのかを考えられるといい。→ 目標設定

￮ まずは褒めること、認めるということが大事。きちんと評価すること（学校、家庭）

￮ 生活習慣を見直し、家でも学校でもいいのだが、自分の

行動や時間を振り返って、一つの円グラフに表してみると

かして自分を知る機会を設けることが必要。

￮ 家庭の負担が大きいと長くは続かないので、子どもたち

が日頃から行っていること（ex.お手伝い等）を親子で一
緒にやってみる。人の役に立つ経験が自己肯定感につなが

るし、継続もできる。

￮ いつまでどんなことをやりたいのか「やりたいことリス

ト」を作ってみる。それを基に家族で話し合ってみる。（「こ

れはできる。」、「これは難しい。」、「〇〇ならできる。」等）



- 3 -

テーマ２「自分で考え、判断する力を育てる取組はどうすべきか」

☆ 玉井幼稚園では教育目標の達成に向けて３つの重点目標

を設定し実践している。そのうちの１つが「自ら考え、す

すんで行動できる子ども」となっている。

☆ 現在の幼児たちの様子（＝課題）

・ 先生や保護者からの指示待ちが多い。

・ 自分で「やってはだめ」と分かっているのに、「〇〇く

んが言ったからやった」と人のせいにする傾向がある。（自

分の要求が通らないと、我慢できなくて泣き叫んだり怒

ったり…）

☆ ３年保育であるので、学年、個人の発達段階に応じて援

助しているところである。この「自分で考え、判断する力」は小学校に行っても続いていく大事な

姿である。さらにどのような取組をしていけばいいのかご意見を伺いたい。

￮ 小さい頃から自分で選択する場をつくる。

￮ 小さい頃から、与えられたことであっても、今何のためにそれをやるのか考える時間が必要であ

る。納得した上で取り組んでいけると、自分で責任を持って積極的に活動に当たれるのではないか。

￮ 任せてみることが大事。（自分で決定すること、子どもたちが考える時間を確保すること等）

￮ 失敗すること（機会）も子どもたちにとって大事なこと。家庭では失敗に対するフォローだった

り、大人の対応をお願いしたい。失敗する環境作りが大事である。

￮ 大人が先取りをしすぎない。たとえ失敗しても、具体的に聞いてあげて考えさせるようにする。

怒られすぎてしまうと、怒られないためにはどうしたらいいかと考える子どもができてしまう。

￮ 地域のスポーツ少年団が充実しているので、子どもたちに入ってもらって、地域の方にもその姿

を見ていただけるといいのではないか。

□ ７月５日（火）の第３回ＣＳ委員会では、おおたま・オータム・フェスタの実施案の検討を行いま

した。本年度も、感染症対策を徹底した上でに開催する予定で、現在計画を詰めている最中です。

＜小・中学校は９月３０日(土)【雨天の場合は１０月１日(日)】、幼稚園は１０月１３日(金）＞


